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ブレインデコーディングとNeuroAI

AIを用いたブレインデコーディング技術を開発し、脳活動からヒトの知覚や心の状態を読み解きます。

AIと脳を比較する新たな分野「NeuroAI」では、両者が情報をどのように表現しているかを探ります。

これらの研究を通じて、脳の仕組みの解明や脳から直接伝える新たなコミュニケーションの実現を目指します。

 心の状態を解読——見ている画像の特徴や注意を向けている対象、感情、夢で

見ている物体を脳活動から予測しました。

 AIを介して、自由な内容を解読——脳活動からAI内部の表現を予測することで、

事前に決めた分類カテゴリーにとらわれないデコーディングを実現しました。

 脳とAIの類似性を発見——脳を模倣して作られたわけではないAIにも、脳と

似た情報表現が見つかりました。

 発話や身体動作に制約されないコミュニケーション手段を目指します。

 多様な「心」を読み解き、脳から直接伝える技術へ——高次の認知機能や主観的

な心の状態を解読し、その情報を活用するインターフェース開発を進めます。
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